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概 要
八元数 Octonions (or Cayley algebra) C とは 8 次元ユークリッド空間上に非可換・
非結合的な積構造を導入した可除代数である。この代数の自己同型全体のなす群が 14
次元例外型単純 Lie 群 G2 である。G2 は自然に 7次元ユークリッド空間 (純虚ケー
リー代数)に作用する。この作用から等質空間 G2/SU(3) は 6 次元単位球面と等長同
型となり、G2/SO(4) は純虚ケーリー代数内の 3 次元結合的部分空間全体の為すグラ
スマン多様体となる。今回の講演では、前回の YNU セミナーで講演した等質空間上
の幾何構造の構成方法を述べる。特に、G2/SO(4) 上のある SO(3)-bundle の 3-佐々
木構造の実現と接続との関連について説明する。
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